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1．本年度の研究成果 

 小児がん経験者(Childhood Cancer Survivor：CCS)と AYA世代のサバイバーの長期フォロー

アップの重要性は理解されつつあるが、サバイバーシップに直接関わる妊孕性の問題への理解

は不十分である。本邦の小児・若年がん長期生存者の妊孕性と挙児の実態は把握されておらず、

サバイバーは適切な情報と医療サービスを求めている。これらの現状を改善するために我々は

平成 26年度から研究班を構築し、以下の研究をおこなった。 

 

（1）患者ニーズに即した医療サービスの提供 

① 生殖医療ネットワークの発展 

1) 小児・若年がん患者の診療にかかわる医療関係者（小児腫瘍医、小児内分泌医、腫瘍内科医、

産婦人科医、泌尿器科医、生殖医療専門医、精神科医、看護師、臨床心理士、相談員）から

なる生殖医療ネットワークを発展させ、情報交換を行い、診療レベルの向上に努めた。 

2) 日本癌治療学会「小児思春期，若年がん患者の妊孕性温存に関するガイドライン作成ワーキ

ンググループ」に鈴木直（副委員長）、清水千佳子（乳がん）、岡田弘（泌尿器）、三善陽

子（小児がん・脳腫瘍）が参加し、がん種を超えたガイドライン作りに取り組んだ。 

3) 国内および海外の学術集会（小児血液がん学会・小児内分泌学会、周産期新生児学会、癌治

療学会、ヨーロッパ小児内分泌学会、Oncofertility Conferenceなど）に参加して研究発表

を行い、がん・生殖医療にかかわる最新情報を入手し、他施設の研究者と情報交換した。 

4) 日本小児内分泌学会と連携してCCS委員会と共同研究（評議員対象アンケート）を実施し、論

文報告した。小児内分泌学会学術集会で二次調査の結果報告と講演（Year Book）を通じて

問題点を提起した。多数の医学雑誌や書籍を通じて幅広く医療者への啓蒙に取り組んだ。 

② 情報提供 

1) ポータルサイト「小児・若年がんと妊娠」：小児・若年がん患者と家族・医療関係者に対し

て、小児がん、性腺機能と妊孕性、妊娠出産に関する様々な情報を提供した。 

2) パンフレット：乳がん患者向け、これから抗がん剤治療を始める患者向け（男性用と女性用）、

がん専門相談員向けのパンフレットを、サバイバーの協力を得て作成しHPに公開した。 

3) 「がん医療と妊娠の相談窓口」とがん専門相談員の育成：国立がん研究センター中央病院

相談支援センターで全国からの相談に対応し、がん専門相談員を研修会で育成した。 

4) 生殖医療連携モデル：妊孕性温存治療の円滑な提供を目的に班員の所属する施設において、

生殖医療連携のモデル作りを行った。温存治療と患者背景・予後との相関について解析した。 

5) シンポジウムや研修会の開催・患者会との交流 

小児がん、男性がん、乳がんをテーマに「がんと生殖に関するシンポジウム」を開催した。

看護師向け「がん患者妊孕性支援スキルアップセミナー」、がん専門相談員向け「若年がん

患者の妊孕性温存に関する相談支援研修会」を開催し、小児がん患者の家族会と交流した。 

 

 



（2）CCSの妊孕性に関するエビデンスの形成 

① CCSの性腺機能と妊孕性に関する実態調査 

1) 小児内分泌診療における実態調査：小児内分泌学会評議員対象に「小児・若年がん患者に対

する生殖医療に関するアンケート調査」（回収率84.8%）を実施し、小児がん患者の性腺機能

と妊孕性に関する診療の現状を論文報告した。この中で挙児または妊孕性温存治療の経験あ

りの回答者を対象として二次調査を実施し、解析結果を学会報告した。 

2) 小児がんの既往を有する女性の妊娠・分娩に関する実態調査：周産期医療連絡協議会の会員

166施設の産婦人科医対象にアンケート調査を実施し、切迫早産と早産の傾向を認めた。 

3) がん診療医に対するアンケート：がん患者の妊孕性に対する医師の意識調査として一般のが

ん診療医を対象にインターネット調査を実施し、解析結果を論文報告した。 

② CCS女性の性腺機能・妊孕性に関する多施設前向きコホート研究 

 大阪大学医学部附属病院、成育医療研究センター・国立がんセンター中央病院・大阪市立

総合医療センターにおいて、CCS女性を対象としたコホート研究を実施した。小児がんと治療

に関する情報・性腺機能と妊娠・出産の現況・生殖補助医療の関与などについて調査した。 

③ 若年乳がん患者に対するsuboptimal治療の有効性と挙児可能性の治療研究 

若年乳がん患者において将来の挙児の可能性をふまえた治療法について検討した。 

④ 卵巣および未熟精巣組織の凍結保存法の確立に向けた研究 
小児の未熟な性腺組織の凍結保存による妊孕性温存治療の実用化に向けた研究を行った。 

  

2．前年度までの研究成果 

（1）CCSのニーズに即した医療サービスの提供 

① 生殖医療ネットワークの形成、② ポータルサイトの更新、③ シンポジウム開催 

（2）CCSの妊孕性に関するエビデンスの形成 

① CCSの性腺機能と妊孕性・妊娠出産の実態調査、② 若年がんサバイバーへのアンケート 

③ CCS女性の性腺機能妊孕性に関する多施設前向きコホート研究、④生殖医療の基礎研究 

 

3．研究成果の意義及び今後の発展性 

 本研究で小児と若年がん患者の妊孕性低下の問題に包括的に取り組んだ結果、がん種を超え

た多領域・多職種からなる医療連携体制が初めて構築されたと言える。多数の実態調査により

小児・若年がん患者の性腺機能と妊孕性、妊娠出産の現状が明らかになったことから、今後は

エビデンスに基づいたがん対策事業が円滑に遂行されると思われる。ポータルサイトやパンフ

レット、相談窓口により情報提供を行った結果、小児・若年がん患者が直面する妊孕性の問題

に適切に対応でき、QOL の高い充実した社会生活への支援体制が構築された。本研究で明らか

となった各種の問題点に一つ一つ対応することが、今後の医療の改善につながると思われる。 

 

4．倫理面への配慮 

試験的介入や侵襲のない質問紙調査およびコホート研究を実施する。本研究計画内で実施す

る全ての研究について、個人情報保護に十分に配慮し、ヘルシンキ宣言第５次改訂および厚生

労働省が定める疫学研究に関する倫理指針、臨床研究に関する倫理指針に遵守して実施する。

個人情報のデータセンターへの情報送信においては個人情報の取り扱いに十分注意し、連結匿

名化を可能とするよう送信元の個人情報管理者を各施設に設置する。 
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